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企画・広報分科会の概要

○○○○ 分科会の構成分科会の構成分科会の構成分科会の構成 （敬称略）

（リーダー）

松本 幸則 （パナソニック イノベーション戦略室 戦略企画部 主幹）

（サブリーダー）

村田 稔樹 （沖電気工業 経営基盤本部 研究開発センター AI技術研究開発部

スペシャリスト）

○○○○ 分科会の活動方針分科会の活動方針分科会の活動方針分科会の活動方針

１．創造系活動

・定期的な会員への研究ニーズ調査

・研究ニーズに基づき、新たな産学官連携研究開発テーマを検討

２．促進系活動

・各研究開発テーマ間の交流促進

・シンポジウムや施設見学会等イベントの企画・実施による産学官連携促進

・産業振興や市民生活向上の観点からのアウトプット活用方策検討などの成果活

用促進

３．整備系活動

・研究開発整備要望など研究活動推進 2



① オープンラボ施設の充実に向けた活動として、研究開発テストベッドネットワークJGNなどのネットワー
ク施設の維持、整備をNICTで実施。

② オープンラボ施設の広報を継続。現在5社が利用。

２０１８年度の活動報告①

① WG活動費をWGに配分し、WG活動の支援を継続した。出展費用、実験費用などに活用していただいた。
② 8月に全会員向けにアンケートを実施。アンケートをウェブ入力とし、シンポジウムやセミナーのテーマを
Webアンケートで会員にヒアリング・確認した。また、シンポジウム、セミナーの機会にアンケートを実施
し、協議会活動への要望等を調査した。

③ シンポジウムの盛況ぶりも踏まえ、観光ビッグデータについて新テーマとして活動できないか検討。

１．創造系活動

２．促進系活動

① けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2018「ビッグデータを活用した観光振興に向けて」を開催

した（11月19日、スイスホテル南海大阪、大阪市）。

② 総会での講演会を企画、実施した（5Gについて、総務省杉野氏とアンリツ安城氏による講演、5月23日、

けいはんなプラザ）。

③ セミナー「自動翻訳におけるデータプラットフォームの構築と社会展開」を、情報提供、人材育成に向けて

の取り組みとして開催（3月18日、グランフロント大阪、大阪市）。

④ けいはんな情報通信フェア2018 （10月25-27日、けいはんなプラザ）において、ブース展示をおこない、研究

活動の紹介とアピールを実施。

⑤ ウェブページ、動画サイトの充実により、協議会活動の一層の情報発信、普及・啓発活動につとめた。

⑥ 情報通信の研究開発にかかわる他団体主催のシンポジウム、セミナーと共催、協賛をおこなったり、展示会

を後援したりするなど、2件の共催、協賛イベントをおこなった。他団体と共同でプレゼンスを高めるとと

もに、情報交換、交流をおこなった。また、引き続き、関西ICT研究交流連絡会を通じたイベント情報の交

換をおこなった。

３．整備系活動
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企画・広報分科会

【協議会関連】

２０１９年
１月 ２月 ３月

●
第17回
総会
（5/23）

●
協議会主催
シンポジウム

（11/19）

２０１8年
３月 ４月 ５月 ６月

事務局打合せを月１回程度開催

随時情報発信（Webサイト＆イベント案内メール送付）

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

創造系活動

促進系活動

整備系活動

２０１８年度の活動報告②

●
第18回
運営研究
部会
(5/10)

●
けいはんな
情報通信
フェア2018
（10/25-27）

WG活動支援

シンポジウム開催準備

けいはんな情報通信オープンラボの整備・運用

JGNなどのネットワーク施設整備・運用
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●
会員アンケート

総会企画準備

●
第16回
分科会
（3/15）

●
セミナー
（3/18）

●
第17回
分科会
（3/11）

セミナー開催準備

●
災害・危機
管理ICTシン
ポジウム
2019 （2/8）



○日時： 2018年11月19日（月） 13:00～17:15
○場所：スイスホテル南海大阪 (大阪市中央区)
○来場者数： 103名 (交流会46名、アンケート回収数54）
○主催： けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会
○共催： （公社）関西経済連合会、（国研）情報通信研究機構、
総務省近畿総合通信局、（公財）関西文化学術研究都市推進
機構
○概要： 関西が強みを持つ分野である観光やインバウンドに
ついて、ビッグデータの活用を通じて、関西の観光の活性化
やさまざまな課題の解決につなげていくことを趣旨とし、産学
公の第一線の方々よりご講演をいただきました。会員のニー
ズ調査の結果から本テーマとしましたが、予想以上の出席が
あり観光分野への関心の高さを改めて実感しました。パネル
ディスカッションも実施し、会場からも活発な質疑が行われま
した。出席者からは、各方面のバランスの取れたプログラムで
あった、観光ビッグデータ利活用への期待や意気込みを感じ
たなどの感想をいただきました。

けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2018 開催結果けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2018 開催結果
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○プログラム 「ビッグデータを活用した観光振興に向けて」
◆開会挨拶 九津見 洋 氏 （当協議会理事、運営・研究部会長）
◆講演 「関西インバウンドの課題と展望－ビッグデータの活用の方向性－」

稲田 義久氏 (甲南大学総合研究所所長・教授、アジア太平洋研究所数
量経済分析センター長)

◆講演 「持続可能で満足度の高い国際文化観光都市を目指して」
西松 卓哉氏 （京都市産業観光局観光MICE推進室観光戦略課長）

◆講演 「『住んでよし、訪れてよし』の超快適スマート京都の創出に向けて」
島田 和幸氏 （京都府商工労働観光部文化学術研究都市推進課

未来都市創造担当課長）
◆講演 「観光ビッグデータを使ったインバウンド対策の現場」

柏木 祐輔氏 （株式会社ナイトレイ取締役COO）
◆講演 「インバウンド観光におけるデータ利活用の可能性」

佐藤 彰洋氏 （京都大学大学院情報学研究科数理工学専攻特定准教授、
科学技術振興機構さきがけ研究員）

◆パネルディスカッション
◆閉会挨拶 小野寺 昭彦 氏 （総務省近畿総合通信局 情報通信部長）
◆交流会

九津見 洋 氏 稲田 義久氏 西松 卓哉氏 島田 和幸氏 柏木 祐輔氏 佐藤 彰洋氏 小野寺 昭彦 氏 パネルディスカッション

講演会場 講演会場 交流会 交流会会場からの夜景



○日時： 2019年3月18(月) 14:00～16:00
○場所：グランフロント大阪北館タワーC8階

ナレッジキャピタルカンファレンスルームタワーC  Room C01 
○来場者数： *名 (アンケート回収数*)
○概要：
観光ビッグデータの活用に向けて、多様な事業体が参画し利用で
きるデータプラットフォームが必要となります。本セミナーでは自動
翻訳分野におけるデータプラットフォームの実例を紹介します。観
光や健康など幅広い分野において今後ますますその整備が期待
されるデータプラットフォームの構築にも参考となる内容です。

セミナー「自動翻訳におけるデータプラットフォームの構築と社会展開」 開催予定セミナー「自動翻訳におけるデータプラットフォームの構築と社会展開」 開催予定

○プログラム
◆講演1 「翻訳バンクの概要」

隅田 英一郎 氏 (国立研究開発法人情報通信研究機構
先進的音声翻訳研究開発推進センター副センター長・
NICTフェロー)

◆講演2 「多言語音声翻訳の社会展開への取り組み」
香山 健太郎 氏 (国立研究開発法人情報通信研究機構
先進的音声翻訳研究開発推進センター企画室
研究マネージャー)

6



(1) けいはんな情報通信フェア2018
日時: 2018年10月25日（木）～27日(土)
場所: けいはんなプラザ、ATR
主催: けいはんな情報通信フェア実行委員会、(国研)情報通信研究機構、(株)国際電気通信基礎技

術研究所、(公財)関西文化学術研究都市推進機構、(公社)関西経済連合会
協賛: オムロン（株）京阪奈イノベーションセンタ、京セラ（株）中央研究所、（株）けいはんな、（株）島津

製作所基盤技術研究所、同志社大学、奈良先端科学技術大学院大学、日本電産（株）生産技
術研究所、日本電信電話（株）NTTコミュニケーション科学基礎研究所、パナソニック（株）ビジ

ネスイノベーション本部、（国研）量子科学技術研究開発機構関西光科学研究所、近畿情報通
信協議会、けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会、次世代安心・安全ICTフォーラ
ム、グローバルコミュニケーション開発推進協議会

(2) 災害・危機管理ICTシンポジウム2019
日時: 2019年2月8日（金）13:30～16：45
場所: パシフィコ横浜アネックスホール
主催: (国研)情報通信研究機構、次世代安心・安全ICTフォーラム
共催: けいはんな情報通信オープンラボ研究推進協議会

２０１８年度共催、協賛イベント
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協議会のブースを出展し、
活動や成果をアピール。

災害時の情報伝達について
の有意義な講演と新規テー
マの開拓に向けた活動。



70

102
107

113
110

116
122 123

149

172
178 179

168

139
146

136
132 131

0

20

40

60

80

100

120

140

160

180

会
員
数

2002. 2003. 2004. 2005. 2006. 2007. 2008. 2009. 2010. 2011. 2012. 2013. 2014. 2015. 2016. 2017. 2018.  2019.
10.     10.     10.      6.       3.       3.       3.       5.       5.       5.       6.       6.     5.       6.       6.      6.       5.        2.

年.
月.

会員数の推移会員数の推移

8



IoTネットワーク基盤分科会

分科会 (のべ人数) 41

相互接続性検証WG 35

オープン光ネットワークWG 6

ユニバーサルコミュニケーション分科会

分科会 (のべ人数) 41

ユビキタスネットワークロボットWG 12

映像コミュニケーションWG 4

気象レーダーWG 5

グローバルコミュニケーションWG 20

9

分科会参加人数 (2019年2月現在)分科会参加人数 (2019年2月現在)



協議会のウェブサイトへのアクセス数推移

10

一定数のアクセスを得ているが、より効果的な広報の取り組みを検討。
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① 研究開発テストベッドネットワークJGNなどのネットワーク施設を含むオープンラ
ボ施設の維持、運用と充実に向けた活動の実施。

② オープンラボ施設の広報の実施。

２０１９年度の活動計画①

① WG活動費によるWG活動の支援を継続。
② 会員アンケート、ニーズ調査を実施。
③ 今後のあり方の議論も踏まえ、観光ビッグデータなど新規の産学官連携テーマを検
討。

１．創造系活動

２．促進系活動

① けいはんな情報通信オープンラボシンポジウム2019の開催（11月～12月予定）。
② 総会において、講演会を企画（6月12日、けいはんなプラザ）。
③ セミナー、見学会などの開催による情報提供、人材育成の実施。
④ けいはんな情報通信フェア2019において、ブース展示による研究活動紹介、広報活
動 （10月31日～11月2日、けいはんなプラザ）。

⑤ ウェブサイト、動画サイトを活用した協議会活動の一層の情報発信や広報・啓発活
動の強化。

⑥ 情報通信の研究開発にかかわる他団体（グローバルコミュニケーション開発推進協
議会、次世代安心・安全ICTフォーラム、 AC・Net、超臨場感コミュニケーション
産学官フォーラム、高度言語情報融合フォーラム等）と共催、協賛イベントの開催
や情報交換、交流、連携促進。引き続き、関西ICT研究交流連絡会を通じた連携。

⑦ 地域の研究開発活動との連携を強化する。

３．整備系活動
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企画・広報分科会

【協議会関連】

２０２０年
１月 ２月 ３月 ４月

●
第18回
総会
（6/12）

●
協議会主催
シンポジウム
（11～12月）

２０１９年
４月 ５月 ６月

事務局打合せを月１回程度開催

随時情報発信（Webサイト＆イベント案内メール送付）

７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

●
第18回
分科会

(3～4月)

創造系活動

促進系活動

整備系活動

●
第17回
分科会
（3/11）

●
第20回

運営研究
部会

（4月～5月）

２０１９年度の活動計画②

●
第19回
運営研究
部会
(4/23)

●
けいはんな
情報通信
フェア2019
（10/31-11/2）

●
セミナー
（9月頃）

WG活動支援

シンポジウム
開催準備

セミナー開催準備セミナー開催準備

けいはんな情報通信オープンラボの整備・運用

ニーズ調査、テーマ検討、体制整備

●
セミナー
（2月頃）
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JGNなどのネットワーク施設整備・運用

総会企画準備



■経緯

・会員アンケートなどから「観光ビッグデータ」をテーマに検討を開始。
(他候補として、「量⼦コンピュータ」、「モビリティ・EV」、「けいはんなのアクティビティ」、「健康・医療
」、「スポーツIoT・eスポーツ」、「文化財」)

・東京オリンピック・パラリンピック、⼤阪万博をひかえ、関⻄が強みを持つ分野である観光やインバウ
ンドについて、ビッグデータの活⽤を通じて、関⻄の観光の活性化やさまざまな課題の解決につなげ
ていくことを目指す。

・本テーマでオープンラボシンポジウム2019を開催したところ、会員外の参加も多数あり、非常に多く
の方の関心を集めた。

・とはいえ、ここ数年、農業ICT、観光ビッグデータなど新テーマ創出の検討を進めたにもかかわらず、
リーダーとしての適任者を得ず、事務局だけでは新テーマのWGとして⽴ち上げるのに⼒量不⾜。

■今後の予定・方向性

・データプラットフォームの構築に向け、⾃動翻訳におけるデータプラットフォームの先⾏例についてのセ
ミナーを開催予定。
・興味を示している企業に対してアプローチ。
・有識者ヒアリング、準備WG設⽴への⾒極め。

【検討項目①】 新テーマ検討状況 資料5



【検討項目②】 協議会のあり方について(1)

■昨年の運営・研究部会での指摘事項

・協議会の成果を出すために、他分科会との連携をしっかりやるべき。
・けいはんなに似たようなコンソーシアムがいくつかある。外部からわかりやすくし、効果的に活動を推
進するためのあり方を検討してはどうか。

・従来取組の延⻑だけの活動でよいか。改めて協議会のあり方の議論を⾏うべき時期では︖

■課題認識

・新たな活動・テーマを創出できていない。
（ここ数年、農業ICT、観光ビッグデータなど新テーマ創出の検討を進めたが、事務局だけでは⼒
量不⾜で新たなテーマ創出や大きな課題設定は困難。)

・分科会活動を提案・牽引するリーダーが減少。
・けいはんなNICTの産学官連携推進に対するニーズとケイパビリティーが縮小。
・会員の半数程度しか分科会に参画できていない。
・若⼿、⼥性の参加が少ない。



【検討項目②】 協議会のあり方について(2)

■協議会活動の経緯

2002年
・けいはんなにNICTが研究所を設置することを契機に、NICT技術による⺠間企業の技術・商品開発への
寄与を促進するために、総務省よりオープンラボ設置の提案があり、関⻄経済界もこれを⽀持し、オープン
ラボの設置となる。 オープンラボの活⽤を通じて、産学官連携により関⻄の情報通信関連の技術開発を
推進することを目的として本協議会が設⽴される。

・当初は大学の研究者が分科会リーダーとなり、大きな課題設定を⾏いビジョンを掲げ活動を牽引。

2008年ころ
・NICTが、外部研究者を研究リーダーとしオープンラボでの産学官連携研究を主体とする体制から、⾃主
研究を中心とする体制に移⾏。

・オープンラボの施設を縮小。

2011年
・オープンラボの利活⽤に限らず、ネットワークの⾼機能化、ユニバーサルコミュニケーションなど、広く関連する
ICT分野における産学官連携による研究開発の推進を目的とすることに協議会の規約を改訂。

設⽴以来17年、情報通信分野の技術オリエンティッドで産学官連携をおこなうことと、関⻄を拠点
に関⻄経済の活性化も目的としていることを特徴として活動している。



■議論いただきたいこと

・協議会の課題に関する認識
・打ち⼿の方向性に関するご意⾒
・打ち⼿に関する具体的示唆・ご提案

・期待する領域・取組
・特定の個人、組織
・具体化に向けた考え方
・その他

・その他の方向性
・打ち⼿を具体化できなかった場合の、協議会のあり方・方向性

■活動活性化に向けた打ち手の方向（事務局案）

① ⼤きな課題設定を⾏い、分科会活動を牽引する新たなリーダーの発掘
② 資⾦獲得方策の検討
③ NICT全体を含む、技術シーズを保有する組織体との連携
④ 詳細なアンケートにより、会員ニーズや要望を把握し、会員メリットを明確化
⑤ 万博など関⻄の⼤イベントや関⻄の抱える課題への対応の検討
⑥ 企画・広報分科会の強化
⑦ WGの再編

【検討項目②】 協議会のあり方について(3)


